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令和５年度第２回佐伯市総合教育会議議事要旨 

 

１ 日 時     令和５年11月6日（月）14時～15時50分 

 

２ 場 所     さいき城山桜ホール 小ホール 

 

３ 出席者     （会議の構成員） 

佐伯市長 田中 利明    教 育 長 宗岡 功 

     教育委員 平井 國政    教育委員 小寺 香里 

    教育委員 藤崎 郁     教育委員 山口 清一郎 

    （教育委員会）      

教育部長 久々宮 克也 

    （事務局） 

     総合政策部長 植田 実   政策企画課長 末永 健二 

     総括主幹   田村 英朝  主 任    山本 愛子 

副主幹    出納 達哉 

４ 要旨 
次第１ 市長あいさつ 
 
市長 
 
 
 
 

（開始 14時） 

少し雨が降り晩秋の潤いを感じる最中であるが、第16回の総合教育会議を

開催する。本日はこれまでの総合教育会議で一番楽しみである。グローバル人

材の育成ということで、廣津留すみれ氏を講師としてお招きした。 

総合教育会議は平成27年度から過去16回さまざまなテーマを設けて開催し

ているが、本市の最上位計画である総合計画において、人が学び、人が活き、

人が育つ教育の創生を推進していくと同時に、「人と自然が共生する持続可能

なまちづくり」さいきオーガニックシティの実現を目指し、経済・社会・環境

の３つの側面に配慮した取組を行っている。人口減少や少子高齢化など様々な

課題を見ながら、これからの時代は量から質の時代であり、これまでの大量消

費大量生産という経済システムから脱却して、本物の時代、本物の人を作って

いく使命を課されているという気がしてならない。世界は今もなお紛争が続い

ているが、我々の目指す世界は果たしてそのような人と人が争う時代を目指し

ているのか、1人の支配者が世界を牛耳るような時代ではなく、平和な世界で

自分の持つ能力を発揮できる時代を作らなければならないと思っている。 

今日は、世界的なヴァイオリニストの廣津留すみれさんに御講演いただくと

いうことで、ハーバード大学からジュリアード音楽院に進まれ、テレビのコメ

ンテーターもされておられる。昨日のSAIKI MEETS CLASSICは約 500名お集ま

りいただき盛況だったとお聞きしているが、そういった音楽の世界での経験や

グローバル化に対してのお考えをぜひ披瀝していただきながら会議を進めてい

きたいと思う。 
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次第２ 議事                                  
 ＜「次代を担うグローバル人材の育成」について講演＞ 

ご紹介ありがとうございます。 
皆さんこんにちは。廣津留すみれと申します。今日は短い時間ですけれ

ども、佐伯市の総合教育会議にお呼びいただき、本当にありがとうござい

ます。 
昨日、ちょうど隣の大ホールでコンサートを終えたばかりでして、ここ

のホールは新しくて初めて来たんですけれども、大変響きもよくてとても

気持ちよく演奏させていただきました。 
今回は次代を担うグローバル人材の育成ということで、こういう教育は

こうあるべきとか、こうしなきゃいけないっていう話はおこがましくて言

えないんですけれども、アメリカで学んだ経験を基に、私はこういう生活

をしていましたというお話などを講演させていただければと思います。 
ご紹介いただいたんですけれども、私は大分市に生まれまして、小中高

と公立の地元の学校に行っておりました。 
そのあとアメリカのハーバード大学に 4 年間学士課程で行きまして、そ

のあとニューヨークにあるジュリアード音楽院という音楽、芸術に特化し

た学校で修士課程 2 年間を終了しまして、そのあとニューヨークで起業を

したりして活動していたんですけど、コロナが起きてしまったので私とし

ては本当に 3 ヶ月くらい日本に避難するくらいのつもりだったんですけ

ど、かれこれ 3 年あまり経ちまして、今は東京を拠点に大分に行ったり秋

田に行ったりいろいろなところに回りながら活動しております。 
今はほとんど 70％ぐらいは演奏活動がメインの仕事ですけれども、秋田

にある国際教養大学で週に 3 コマ授業を持っていまして、成蹊大学も持っ

ていますし、今年は内閣の教育未来創造会議という会議の構成員をさせて

いただいたり、大分市の教育委員もしていますので、月 1 で大分には帰っ

てきて教育委員会の定例会などに参加しております。それと金曜日はコメ

ンテーターを務めたりなどなど、いろいろな仕事をしているんですけれど

も、簡単に私の経歴をお話しします。 
1993 年生まれで、小学校 3 年生のときに初めて九州の音楽コンクールに

参加して、そこで初めて 3 歳 2 歳の終わりくらいからヴァイオリンを弾い

ていたんですけれども、そこで同世代の音楽をやっている人と、コンクー

ルをする機会がありまして、もしかしたら自分は音楽を目指す可能性があ

るのかもしれないっていうくらいの自覚が芽生えたのがそれくらいのタイ

ミングでした。 
そのあと高校に入学しましたが、2009 年頃高校 1 年生の時に初めてパス

ポートを作りまして、イタリアのシチリア島というところでコンクールを

受けまして、グランプリをいただいたご縁もあって、高校 2 年生のときに

初めてアメリカの地に足を踏み入れたんですけど、私としては小中高とず
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っと学業とヴァイオリンの両立をしてきたので、大学も両立したいと思っ

ていたところに、ハーバード大学の見学をさせてもらったところ、大学生

の皆さんが課外活動も学業も、本当に全力で取り組む人が多かったので、

行きたいけども入れないだろうなと思いながら帰国して入試にチャレンジ

するのを決意したんですけれども、そこで運よく入学しまして、そのあと

はハーバードに 4 年間ボストンに 4 年間とニューヨークに 4 年間いて、日

本に戻ってきたという感じです。 
本日は大きく分けて 4 つのトピックについてお話しようと思いますが、

グローバルと一言に言っても何がグローバルなのかというところがあると

思うので、私がどのような経験を大学でしてきたかというのを写真を含め

てお伝えしたいと思うのと、世界という舞台でどういう人材が私の周りで

活躍しているのかというお話と、可能性を広げる教育って自分が大学でも

教えている中でどのような計画なのかというお話と、STEAM 教育の話な

どを含めてお話したいと思います。 
まずはイメージを掴んでいただこうと思いまして、写真をたくさん用意

しました。こちらは私が大学 1 年生の時に使っていた食堂なんですけれど

も、ハーバード大学はマサチューセッツ州のケンブリッジ市というところ

にありまして、ボストンの隣町なんですけれども、1 年に 1,600 人が入学

します。これは学部とかは関係なく、日本だと高校 3 年生ぐらいまでには

何学部に入るとか決めなきゃいけないと思うんですけど、アメリカの場合

はすごく自由で学部はみんな同じ学部なので、1 年生全員がこの食堂を使

うことになっていて、三食ビュフェスタイルで、ハリー・ポッターのよう

で天井も高くてシャンデリアが下がっていて、偉い人の肖像画と銅像が並

んでいるっていう雰囲気なんですけれども、学校側の意図としては、1 年

生の時にとにかく友達を沢山作っておきなさいというメッセージだったの

かなと思いました。 
学長先生の入学式のメッセージも、今までは高校でも成績が一位でみん

な優秀とされてきた学生だけれども、ここに来たらみんな優秀だから、み

んな一旦振り出しに戻りましょう。みんな同じ人間なので、ただ、これか

ら恐らく世界でリーダーとして人を率いていく人材として活動していかな

ければいけないので、今ここでいろいろな人と知り合って、いろいろなバ

ックグラウンドの人と仲良くするということを学んで、それをリーダーシ

ップに活かして欲しいというようなメッセージがありましたので、1 年生

の時に本当にたくさんの人と触れ合うことができたのは財産だったなと思

います。 
この写真は食堂の手前に見えているご飯ありますけど、何故かお盆が緑

でドリンクは青であまり食欲が進みそうなご飯ではないんですけど、同じ

ところでみんなが一緒にご飯を食べるというのが今考えるとすごく大事な

ことだったなと思います。 
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1 年生の時は授業の建物に近いところに住んで、そこの食堂でご飯を食

べるんですけど、2 年生から 4 年生になると大きめの寮に移動します。こ

こが私の寮ですけど、400 人が一つの寮に住んでいて、食堂も寮の中にあ

るので、その 400 人が先輩後輩含めて皆さん仲良くなるという感じです。

寮対抗のスポーツ試合などもあるので、そこで学生同士の団結も高まりま

す。 
ただ、私が初めてアメリカに在学生によるツアーをしてもらった時に感

じたんですけど、みんな普通の学生で、大分にいる時はハーバード生って

どんなすごい超人がたくさんいるんだと思っていたんですけど、実際に足

を踏み入れてみるとみんな普通の学生で、本当にみんな人間なんだなとい

うのが一番の印象でした。 
自分でも挑戦できるんじゃないかって思ったのは、実際にその学生さん

と触れ合って、もちろんみんな優秀な課外活動ですとか学業の成績はある

けど、普通の学生なので頑張ったら入れるんじゃないかなと思ったのがす

ごく大きなきっかけです。 
実際に入った後も 2 年生から入る寮が決まる組分けセレモニーがあるん

ですけど、皆さん朝から学校のど真ん中に集結して、うちの寮が一番だっ

ていうのを叫んでいるセレモニーなんですけど、学生生活自体はすごく課

外活動も楽しくて、ハロウィンになると、かぼちゃをいかに上手に掘れる

かを競い合ったりとか、私の寮はヘラジカがマスコットだったんですけ

ど、そういうのがみんなでできたりとか。 
あとは学生による自治の団体がたくさんありまして、日本で言うサーク

ルみたいなものなんですけれども、例えば私がプロデュースしていたオペ

ラがあったんですけれども、学生時代から企業とかにファンド（投資）の

お願いに行ったりとか、すべて予算も自分たちでやらなければならないの

で、チケットが売れなければそれは自分達の負債になってしまうので、そ

の辺も全部学校がお世話するのではなくて、学生たちが自分たちでリーダ

ーシップをとって、すべてのプロジェクトを作成させるようにできていま

した。 
もちろん学校には基金があり、ハーバードは寄付金の額も世界で一番と

言われているくらいで、生徒に出してもらえる補助金も多いんですけれど

も、それもきちんと申請しないといけないし、どういう結果が出たかとい

うのを交渉し、社会に出たときのように学生が 1 からやらなければいけな

いというのはかなり貴重な経験で、学生時代から課外活動においても鍛え

られていたと感じました。 
これは卒業式で、私はハーバードの校歌を壇上で演奏したこともあっ

て、この上からの写真を撮ることができたんですけれども、卒業式という

のは 1 日で終わるわけではなく、卒業式週間のようなものがありまして、

1 週間ゲストの卒業生の方とか有名な方とか、私の時はスティーブン・ス
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ピルバーグ監督がゲストでお話しにいらっしゃって、自分の人生の脚本は

自分で継ぐんだよというお話をしてくださいました。 
ハーバードでの 1 日ですが、私はとても夜型で朝が苦手だったので 9 時

ぐらいに起きていました。 
この写真はよくある寮のお部屋で、ベッドがあって、机があって、タン

スがあってみたいなシンプルなお部屋です。 
この大きな講堂が一番大きい教室で、大人数の授業はこういう場でやる

んですけれども、大体のクラスはこのような本当に少人数の授業になり、

最大で 15 人から 20 人くらいの少人数のセクションがあって、教授が来る

こともあれば大体の時は大学院生がアシスタントとして率いることが多い

んですけれども、少人数の授業になると全員が発言をしなければいけない

ので、発言をしないとそこにいるってみなされないっていうのがアメリカ

の教育の厳しいところで、私は最初慣れるのに苦労しました。 
高校まで大分にいたので、授業といえば言われたことを吸収して、板書

を写してそれを自分の中で吸収するというのが普通だと自分の中で思って

いたので、少人数の授業であなたはどう思うんですかとか、論文を読んで

きて自分なりにまとめてくださいと言われるのが、この前まで大分の高校

生だったので、特に大学 1 年生の時は本当に慣れるのが大変でした。 
右上の写真は、とても有名なチェリストのヨーヨー・マさんという方で

すけれども、大学の近くに住んでいて、時々遊びに来てはマスタークラス

をしてくださったり、大きな講義の時に後ろの方に座って授業を見学して

いたりっていうとても気さくな方で、そういう各分野のレジェンドのよう

な方が授業に来てくださったり、とても気さくな皆さんが多かったです。 
夜、図書館に行って、この写真の図書館は 24 時間開いていたので何時

でも行くことができて、私にとっては結構トラウマな図書館なんですけれ

ども、私は大体夜に宿題を始めて、もちろん周りは全員というか 90％ぐら

いは母国語が英語の人ばかりなので、その人たちに例えばエッセイで読む

のも書くのも追いつこうと思うと人一倍の努力が必要だなと思って、何度

もここの図書館で朝を迎えることがありました。 
でも毎日課題漬けというか、例えば先ほどの授業でいうと、水曜日に大

きい授業があったら月金はセクションだったりするので、少人数の授業に

備えるために論文を読み込まないといけなかったりとか、宿題も出るので

それを合わせるとすごくタフな生活でした。 
アメリカの授業は大学で 1 学期にとれる授業の数が四つほどで、日本だ

と 10 種類の授業を選択したりすると思うんですけど、アメリカの場合四

つ授業を選択して一つが週 3 月水金とかですので、1 週間に 1 度だとちょ

っと忘れがちな部分も週 3 回ある分かなり密度の濃い授業が行われており

ました。3 時ぐらいに寝るという生活をしていたんですけれども、今振り

返って、私は海外に行くのが必ずしもベストなチョイスっていうのを言っ
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ているわけではないんですけれども、必ず確実に私の中で、大分にいたと

きよりも視野が広がったなと思うことはたくさんあるので、それが今どの

ように役に立っているかをお話しようと思います。 
まず同級生ですね、1 年生の時にたくさん友達を作ってねと言われたく

らい、同級生から学ぶことがたくさんありました。 
大体皆さん図書館に行く人もいれば、食堂で宿題を教えているんですけ

れども、1 つの机に 4 人座っていてみんなでご飯食べたり宿題をしている

中で、学部によってキャンパスが分かれていたりしないので、各分野のト

ップの学生さんたちからいろいろな情報が入ってきます。 
例えば、ここで私が音楽の作曲の課題をしていたら、こちらでは科学の

実験のラボのペーパーをまとめていたり、ここでは文学をやっていたり、

ここではブラックホールについて研究していたりっていう人たちが同じ場

所にいるという、ミックスされた環境が当時の私は普通だと思っていたん

ですけれども、だんだん大人になってくると、自分の周りにいる人の業界

ってすごく限られてくるなと思うので、その時にこういうこの業界だと同

じ課題を見てもこういう考え方をするんだなっていうのがわかったという

のはすごく貴重な財産でした。 
今でもなるべく積極的に異分野の人と交流しようとはするんですけれど

も、学生で自然にそういう分野のことが学べる状況っていうのはすごく貴

重だったなと思います。皆さん本当に自分が積み上げてきたものに対して

の自信がすごくあるので、それが次に繋がるんですけれども、皆さん自分

の分野にすごく自信があって、人のことをうらやましいなんて少しも思わ

ないというのが一つと、例えば、科学の論文がサイエンスに掲載されるこ

とになったよって言ったら、周りの人はなんであの人なのとかなるわけじ

ゃなくて、祝福される空気になるっていうのがすごく健康的というか、皆

さんのモチベーションが上がるような雰囲気が常にできていました。 
自分が何かを積み上げてきた経験があると、他人がそこまでの域に達し

ているということがわかったときに、どれくらいの努力をしてきたのかと

いうのを共感することができるので、そこでお互いのリスペクトが生まれ

て、お互いに敬意をもって接することができるっていうのが大学の同級生

を見ていると学ぶことが多かったです。 
ハーバードだからこそトップの人が集まっているというのはあるんです

けれども、分野の人と関わるっていうのがいかに大事かというのをすごく

学びました。あとはいかに人脈というか、いろいろな多様性のある人と関

われるかということが一番だったのかなと思います。 
今振り返ると、世界のどんな国に行っても友達がいますし、やりたいプ

ロジェクトが、例えば、環境問題について気候変動について、何かアクシ

ョンを起こしたいと思ったら、世界中にいろいろな分野のトップの人たち

がネットワークとしてあるので、仲間を集めることもできるし、専門的な
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知識を借りることもできるというのはすごく強いポイントでした。 
私の同級生で、どういう人がいるのかというのはよく聞かれるんですけ

れども、いい大学に行くとコンサルや金融や政府系に行ったりなどのイメ

ージがあるかもしれないですけれども、私の周りは結構多様で、サンフラ

ンシスコに行った友達は大体エンジニアになっていて、この人はリンクド

インという IT 企業でエンジニアをしている人だったりとか、彼は大学時代

からずっとコードを書いているようなタイプだったんですけど。 
あとニューヨークに行った友達は、ニューヨークのコメディ対談番組の

脚本家をやっている方がいたりとか、でもそれもお笑いの世界も日本とア

メリカでまた文化が違いますけど、凄く頭の回転が早かったり、知的なギ

ャグを考えたりしなきゃいけないので、結構何かコアなところなんですけ

れどもそういう人がいたり。 
元ホワイトハウスで働いていた、またワシントン DC の政府系に行った

人がいたり、あとはパリに自身が劇団やっていたこともあって、オペラの

プロデュースとかを大学で経験していたから、その経験を生かして劇団を

主催している人だったりとか、ブラジルで史上最年少の連邦議員になった

方とかもいらっしゃるんですけど、その人は私が 10 年前からサマーイン

ジャパンという教育プログラムをやっていて、毎年 10 人くらいのハーバ

ード生を呼んでやっているんですけれども、彼女は大学 3 年生くらいの時

に大分市に来て、大分や全国の小中高生を教えてくださったんですけれど

も、そのあとブラジルに帰って何とすぐ連邦議員になってしまったという

方もいらっしゃいました。 
今までのこの職業だったら堅実だよねというものにとらわれない本当に

多様な職種についた同級生がいるので、いい意味であまりプレッシャーが

ないというか、こういう業界に行かないと駄目なんだよっていうのが無く

て、みんな違う職種についても皆違って皆いい状態で、ミュージシャンに

なる同級生ってハーバードの時はあまりなかったんですけど、自分のパッ

ションを追い求めることって悪いことじゃないんだなとか、こういう職業

に就かなきゃいけないっていうのは別にないんだなっていうのが、周りを

見ていてそういう壁が破られる感覚があったので、それで自分も自分の熱

がある分野をずっと突き詰めてくれたのかなというところはあります。 
タイムマネジメント術とかも本当細かいところですけれども、周りを見

ていると本当に時間の使い方が上手で、私がいつも言っているんですけ

ど、人間の力というのは例えば私の場合は学業もやりたいし、ヴァイオリ

ンをやりたいという両方の軸があったんですが、グローバルっていう言葉

は余りにも曖昧というか大きすぎるんですけど、世界を見渡してみると、

本当に自分の限界の上の天井をどんどん押し上げる人ばかりで、一つのこ

とをやろうと思ったら、それだけに集中して 100％をやろうと思うのが普

通だと思うんですけど、例えば高校とか大学受験の前になったら、部活と
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かをやめて受験にフォーカスするとかっていうのがあると思うんですけ

ど、周りにも影響されたなと私が思うのは、それぞれを 100％で 200％ぐ

らい頑張りたいと思っていたら、自分が今まで 100％しかないと思ってい

た力ってどんどんどんどん上がっていくもので、これは特に小・中学生と

かそのくらいの幼少期というか、まだ義務教育段階の時に、自分の可能性

を限定することなくどんどんどんどん押し上げることによって、一つにそ

のすべてのパワーを注力するよりも、複数やりたいことにフォーカスした

方がかなり効率も上がっていって、結果的に自分のやりたいことだった

り、学業と一緒に両立ができたりとか、幾ら自分のやりたいことがあって

も交換できるようになっていく。 
これはもう慣れというか、本当に反復するしかないんだと思うんですけ

ど、それはかなり実感しました。周りを見ていて、みんなしっかりとやる

べきことをやりながら自分の好きなことをやるっていうのがかなり目立ち

ました。あとはこれは先ほど少人数授業のところでお話したところの補足

なんですけれども、日本の大学の授業は出席点という点数があると思うん

ですけど、ハーバード大学では出席点っていうのは全然使わなくて、授業

で発言をしてやっと参加したことになるシステムなので、発言しないって

いうことは存在しないのと同じとみなされるんです。 
これは本当に私が一番苦労したところだったんですけれども、例えば 10

人くらいの少人数のセクションだったりすると、もちろん自分と全く違う

意見を言う人もいるんですけども、そこで臆せず自分の意見を言うという

ことと、例えば反対の意見を言われた時に、それを個人的にあの人もしか

して私のこと嫌いなのかもしれないって思うのではなくて、ここの議論を

みんなが改善しようとしているから、そういう反対意見を言うんだなって

いうのをすぐに解釈にするという力が、特にアメリカの教育方法はもう小

さい頃からそれに慣れているので、すごく議論が得意、得意というかあま

り個人攻撃と思わないで、どんどんどんどん次の意見を出せる空気になっ

ているっていうのが私にとっては新しい学びでした。 
建設的批判というのが個人攻撃と全然違って、とにかくそこの場を良く

するためにどんどん自分の意見をしっかり言うということですね。これは

私も舞台上でもトークたくさんしますし大学でも教えていますが、そうい

う場でもやっぱり自分の意見をしっかり持っているっていうのはすごく今

でも役に立っていますし、自分は高校までは受け身で、先生の言ったこと

を受け入れるスタイルだったんですけど、できれば子供の時から自分の意

見を言うことが間違っていないっていうのと、全く違う意見でも言ってい

いんだよっていうのを学生たちにわかってもらう環境づくりってすごく大

切だなっていうのは思いました。 
求められる人材もこれは基本の基なんですけれども、実際に海外どの国

に行っても一番大切だと思うのは、自分の名前をちゃんと名乗る。 
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これはオンラインでも対面でも変わらないと思うんですけども、一緒に

来た人がいたらその人をちゃんと紹介するとか、日本だけでなく皆さん人

間なので、自分の名前をちゃんと言ってくれるっていうのはすごく大事に

してくれているんだなって思うことになるので、ちゃんと名前を名乗る、

目を見る、これも海外は特に目を見ながら話すので、例えば日本に帰って

きて名刺交換する時に、名刺を見るんじゃなくてちゃんと目を見ているか

とか、その辺は小さい頃から鍛えておくというか、しっかりとしたマナー

をつけておくだけで、相手の信頼っていうのは得やすくなるというのがあ

るので、それは世界を舞台に活動しようとしたら、とにかく最初に必要な

ことかなと思います。 
握手とか笑顔とか目線とかも本当に同じなことですね。 
あとはグローバルなんていうとマナーというのは大げさなんですけれど

も、よくコミュニケーション上手だねっていうお話があったりすると思う

んですけど、話が上手いわけじゃなくて、いろいろな話題に対応できるか

というところが結構大きいと思います。 
私も海外に行って寮生活になってルームメイトがたくさんいる中で、例

えば私が大学に行った時は、ちょうどオバマ大統領の再選のときで 2012
年ぐらいだったんですけど、みんなちょうど 18 歳で選挙権を持ったばっ

かりで、アメリカの選挙ってこんな盛り上がるのかっていうくらいみんな

ずっと選挙速報を観ているし、オバマさんの当選が決まった時はもう本当

に大学の中でいろんなところ、いろんな寮の部屋から叫び声が聞こえて、

歓喜のダンスをしている人達もいたりしたくらいでした。 
政治の事について、例えば日本の政治ってこうなんだけど、アメリカっ

て違うよねとか、自分の出自というか自分が来たところのお話について語

れるかとか、あとは自分の好きなことというか、自分が熱心に研究してい

ることについてどれくらい語れるかも相手は結構見ているなというのはす

ごく感じました。それが何かブラックホールの研究でブラックホールにつ

いて語れっていうわけじゃなくて、それがスポーツでもいいと思います

し、毎日やっているランニングの話でもいいし、映画の話でもいいと思う

んですけど、ただただ表面的な話をするだけじゃなくて、一つのことにつ

いて掘り下げてお話をできる力というのがあるだけで、相手の見る目も変

わるし、相手との信頼関係ができるので、それはすごく大事だなと思いま

す。 
あと、これは私がジュリアード音楽院に居た時に、契約書についてのワ

ークショップを弁護士が学校に来てしてくださったんですけど、やっぱり

音楽家とかって毎回契約書を交わす機会とかも多いんですけど、ちゃんと

契約書を読んで、自分に不利なことがあったらちゃんとその契約書の中身

を変えて出しましょうっていうのはすごくしっかり教え込まれました。 
例えば最近だとブラック校則とかそういう話もありますけれども、何か
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これおかしいとか、今の時代に合ってないと思ったら、それをちゃんと自

分の力で先生に持っていくとか、学生内で共有して行動を起こすっていう

ことをしていると、自分の意見が今までの規則だと思っていたものが、何

かを提案することで通るっていう経験を 1 回していると、自分に不利なも

のも交渉したら違う方向に、いい方向に変わることもあるんだなっていう

経験ができると思うのでそれはすごく大事です。 
あと、遠慮しない人材と書いてあるんですが、これは私の個人的な経験

で、日本から来て 1 年生 2 年生の時とか、みんなが話しているのが余りに

も英語が早口でわからないことがあって、適当に愛想笑いして会話を流し

ていたんですけど、そうすると友達に、なんですみれちゃんいつも笑って

いるのって言われて、えっ！て思って凄いドキっとしました。 
ただ毎回笑っている人だと全然話を聞いてなくて、ただ話を合わせてい

る人だと思われていたみたいで、自分では皆さんの意見に同意しているよ

っていう、仲良くなりたいサインだったんですけど、向こうからすると何

か私が全然本音を話してくれない人と思われていたようで、これは仲の良

い友達だから言ってくれたんですけど、逆に面白いところで笑うとかはい

いけど、シリアスな場面ではシリアスな顔するとか、ここちょっと違うん

じゃないと思ったらちゃんと言うとか、本音を言ってくれる人じゃないと

友達としても、ビジネスパートナーとしても信頼できないっていうのを言

われて、結構ドキっとしたので、海外に行ってもどこに行っても、自分が

言語が苦手でも愛想払いをしたりするよりも、ちゃんと本音で話すことが

本当に大事なんだなということ、遠慮する場面ももちろんあってもいいで

すけど、私はこう思うと思ったらとにかくその意見を貫くというのがすご

く大事だなと思いました。 
あとは多様性ですね。アメリカでも例えばファッションブランドが、他

の文化の盗用として訴えられたりとか、ブランドの新しいコンセプトを出

したときに、例えばメキシコの刺繍を使いましたってなったときに、メキ

シコ政府から、それはうちの文化なので使わないでと言われたりとか、そ

ういうインシデントがありました。 
なぜ多様性が大事とされているかというのはいろいろな理由があります

が、意思決定する時に、これってマイノリティ側からしたらすごく不都合

なブランディングだよねとか、こっちの意見もこっちのマイノリティの人

とか、この国籍の人から見たらどう思うんだろうなとかきりがないんです

けど、いろいろな視点から物を考えるために、例えば役員の中にいろいろ

な多様性を入れておくことって本当に大事で、例えば、同じ性別だけしか

いないとか、同じ国籍の人しかいない役員会議で決まったことが、他のサ

イドから見たらどう思われるんだろうっていうのを、ちゃんとプロセスで

きているかっていうのは今は監視が厳しいので、そのためにも自分では多

様性理解していると思っても、いろいろな人に会って多様性を見てきてい
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ると思っているけど、毎日毎日これって駄目なんだとか、これって世界で

は NG とされているということってたくさんあって、自分でアップデート

していると思っても全然追いつかないので、自分の多様性の理解って本当

に足りないんだなと思って過ごさないといけないなっていうのは、日々私

も実感しているところで、特に大学生を毎日相手にしていると、18 歳の人

とかもすごくオープンマインドで話して考え方も違ったりするので、それ

は常にアップデートしなきゃいけないなと思っています。 
可能性を広げる教育ということで、褒め方にはマニュアルはないので、

私は褒められて育ったタイプなんですけれども、子供たちが学校現場で過

ごしていたら本人たちは思ってないけれども、ここってすごいよねってい

うのが気づかない得意分野とかを見つけてあげる。 
そうすると、もしかして自分では気づかなかったけど、自分の強みなの

かもしれないっていうのがだんだん自分の中でわかってきて、それは性格

面も仕事面も日常面とか学業の面とか課外活動が全部そうだと思うんです

けども、そこで思わぬスキルとか自分の中では自覚していなかったような

ものが仕事になったり、自分が生きる望みになったりとかモチベーション

になるっていうことはたくさんあると思うので、「think outside the 
box」型にはめないで考える。これも良い発想だよねとか、皆必ずいいとこ

ろはあるのでそれを褒めてあげる。 
あとは、常識は存在しない。私は海外に行って本当に常識とは何だって

いうところに毎回ぶち当たっていたんですけれども、寮に入ったらルーム

メイトに普通に自分の靴下を履かれるし、バスタオルを勝手に使われる

し、そしたら何かと正当化した理由をつけて言い返されるというような生

活を毎日していたら、日本人的にはこれは絶対駄目だと思っているのが他

の面から見たら常識ってないんだなっていうのは実感したので、今日の常

識はもうすでに明日には時代遅れになっているなと思うようにして生活し

ています。 
それと、先ほどの発言と重なりますが、セーフスペース、私は大学の授

業をする時に必ず言うようにしているんですけれども、初回の授業で、こ

の教室はセーフスペースなので何を言っても例えば反対意見だったりとか

何か厳しいことを言っても、この教室を出た瞬間にそれはもうみんな忘れ

るから個人攻撃とかそのあとの喧嘩になったりしないここだけにとどまる

ので、このスペースの中ではセーフなので、質問でも意見でも何でも言っ

てくださいというようにしています。 
これは授業だけではなく、ここの学校の中ではとかこの教室の中では何

を言っても大事大丈夫だから、他の人に言われたりしないんだよっていう

環境を作ってあげるだけで、今まで出てこなかった意見とか質問がどんど

ん出てくるようになるっていうことは授業の中でもかなりあるので、すご

く大事なことだと思っています。 
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あとは外の世界に触れる機会を作る。１つのコミュニティに依存してし

まうと、そこで何かが駄目になったり、自分の悪口が言われるようになっ

たりとかしたときに逃げ場がなくなってしまうので、とにかくコミュニテ

ィの大きさというよりもコミュニティをいくつか持って、例えば部活があ

って授業があって習い事があるのか、地域のコミュニティがあるのか、オ

ンラインのコミュニティがあるのか、などあると思うんですけど、私も留

学フェアとかでお話をすると、質疑応答で学生さんたちが来て自分はすご

くゲームが得意なんだけど、そのゲームのよさを自分の教室内ではわかっ

てくれないけど、オンラインだと他のコミュニティとかもあるんだけどど

うしたらいいですかという質問を受けると、それはオンラインで褒めたた

えられるくらいのゲームのスキルがあるんだったらとてもすごいことなの

で、教室内での評価を気にすることはなくて、それだけいろんなコミュニ

ティがあるのは素晴らしいことだよねって私はよくお話しています。 
ＳＴＥＡＭ教育の話をしたいんですけれども、今までＳＴＥＭ教育とい

うことで科学技術を学ぶということが大切とされていましたが、芸術を入

れてＳＴＥＡＭ教育というのがたくさん言われていますで、私の尊敬する

チェリストのヨーヨー・マさんが言うには、コラボレーションとかフレキ

シビリティそしてイマジネーションとイノベーションを一番育てることが

できるのは芸術というふうに言っています。人とチームを組んでやる力、

あと柔軟性と自分が創造する力とイノベーション、新しいものを作る力を

つけるのに芸術はかなり効果的というお話をしていました。 
‘Empathy，imagine what someone else is going to do.他の人がどのよ

うな境遇で、どういう状況に立たされているのかを創造する力共感力って

いうんですかね。合唱とかで人と一緒に協働しなきゃいけないし人の歌い

方に合わせて自分の歌い方も変えなきゃいけないし、芸術というのは自分

がゼロから新しいものを作ることなので、そういうのを含めてこれからの

教育にエンパシーが必要なんじゃないかというふうにヨーヨー・マは言っ

ています。 
私がヴァイオリンを続けられた理由とか好きが仕事になったのっていう

のは、とにかく好きなことを努力したこと、周りに何でそんなに努力して

いるのとか全く言われないものすごくラッキーだったなと思うんですけれ

ども、やはり日本の外に出て自分の一番の強みって何だろうっていうこと

をちゃんと発見できたことがすごく大きかったなと思います。 
これはまとめになりますが、今日の常識は明日には時代遅れになるんで

すけれども、芸術もそうだし、毎日の教育を通してそういう新しい自分の

今までいたボックスの中から出て、新しい考え方を身につけるような環境

を作り出すというのが、次世代の人材を育てるにあたって大人の役目なの

かなと思っています。講演は以上です。 
次第３ 意見交換 
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山口委員 先ほど廣津留さんからグローバルというか色々なお話を聞く中で、ブラック

校則というお話がありましたけど、日本では同調圧力を好む国民性を持ってい

ますよね。 

なぜかというと、今の日本の企業というのはよく言う労働集約型産業が多い

がために優秀で均質な人を育てていくと、どちらかというと労働集約型に近い

そういう人を作っている環境でもそれが今の日本の低成長を招いていますよ

ね。 

アメリカのカリフォルニアのベイエリアとかシリコンバレーにGoogleとか

appleだとかFacebookだとか、IT・グローバル化に対して、それをベンチャー

的に革新していくそういった幅とかを含めて人材を公募して、いま日本はどう

してもそういった産業構造として品質的な労働やそのために学校は同調圧力を

求めているので、それだと今から革新的な次の時代に日本という産業も生き残

っていかないと思うんですよね。 

そのためには、学校教育を変えていかなきゃいけない。学校に対してイノベ

ーティブな教育をしていくためには、どういった教育環境が必要かという事を

教えていただきたい。 

廣津留す

みれ氏 
私が小中高の時代とまた少し学習環境も変わっているとは思うんですけれど

も、どういう教科の授業においても学生さんたちが意見を述べることができる

余白っていうのは本当はあるはずで、私が習っていた時はこうなんですよ、は

いわかりましたって言って吸収して終わっていたところを、例えば、社会科の

授業ですとか、本当に先生がいかにそこの場をファシリテートして、その生徒

が思っていることを言っていいんだなと思わせるか、そこをどうやって変えら

れるかなというところが私の中では一番なんじゃないかなと思います。 

そこをまず土台として変えていかないと、新しい考えを思いつこうっていう

モチベーションにもならないし、周りが認めてくれないんだったらそれもなか

なか自分の中から発言することもできないし、大人たちが率先することでだん

だん学生の中に浸透してあげていいんだなっていうものを何か別に議論の授業

にしましょうとかじゃなくて、例えば英語の授業でもそうですし、言いやすい

雰囲気を先生から教室に持っていくことができるとまずは土台が変わっていく

んじゃないかなと思っています。 

平井委員 
 
 
 
 
 
 
 
 

今日の講演や本を読んで何点か記憶に残ったのは、ハーバード大学の1年生

の食堂ですね、あのシステムすごいなっていうのはさすがアメリカと思いまし

た。 

もう1点がハーバード大学の2年生の時だと思うんですけど、雪で滑って尾

てい骨を座れないほど傷めてしまって、留学先で病気やけがをしたら相当精神

的にやれたんじゃないかなというのをつくづく思いました。 

ぜひ先生方もこれを読まれたらいいんじゃないかと。日本の英語を教育のこ

とにも触れていて、先生が一方的にしゃべって生徒は受け身ではとてもじゃな

いけどアメリカで通用しないと。アメリカだと質問しないと自分の存在がなく
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なってしまうということで、さきほどの食堂もそうですけども、全く知らない

学生に声をかけてとにかく友達になるのと、語学を磨くために死に物狂いやら

れたんじゃないかなと思うので、本当にすごいなと思いました。 

私の個人的な考えですけど、私子供が4人いて海外に留学していました。海

運業を営んでいるので当然契約書も英語だし、メールも全部英語で入ってくる

んで、私は読み書きができますがしゃべれないすけど、そういう意味でたまた

ま海外行く機会があったんで、子供も語学に興味を持って留学したいっていう

のが本人たちから言ってきたんですよね。 

どんどん海外留学させるチャンスを作ってあげる、逆に留学生を佐伯市内に

受け入れるのがいいんじゃないかなと思うんですよ。 

学校の先生も市役所の職員も凝り固まった考えがあるんで、海外に出て学ん

でくるというか、そうしないといつまでたっても考え方は変わらないと思うん

で、それは大いにやるべきじゃないかというのが私の持論ですけど、何かご意

見がありましたらよろしくお願いします。 

廣津留す

みれ氏 
苦労はしたんですけれども、高校3年生の時は本当に大変過ぎてあまり記憶

にないんですけれども、留学に行くきっかけっていうのはおそらくいろいろな

ところにはあると思うんですけども、私が大分から留学に行こうと思ったの

も、例えばアメリカに行って現地を見なかったらそういうきっかけもなかった

かもしれないなと思います。 

今やっているサマーインジャパンという取り組みも、そういう何かのきっか

けになればというのも理由の一つとしてあったんですけれども、周りの大人が

先に変わらないというのも大いにありまして、大学生を見ていると本当にオー

プンマインドになってきていて、LGBTQの人が普通に大学生の同級生にいて普

通だし、どういう性別とか国籍とかの人がいても全く抵抗なく入ってくるし、

日本の大学の同級生と比べると全然考え方も違って、そういう小中高校生が出

てきた時に、大人や先生方がどういうリアクションをするのかっていうのは大

事なことだと思います。 

本当に先に大人から変わっていく、自分の常識を常に疑ってかかっていただ

くことが大人のファーストステップなのかなと思います。 

久々宮教

育部長 
今日はご講演ありがとうございます。 

教育委員会ですので対象は義務教育という事で中学生と小学校になるんです

けども、廣津留さんが公立小中学校出身ということで、田舎の子供にとっても

夢があるなと思うんですけども、基本的には田舎の子供も都会の子供も多少教

育環境が違っても時間だけは平等と思っていますので、先ほどタイムマネジメ

ント術というとこで、時間の効率的な使い方があったんですけども、廣津留さ

んは小さい頃からお母様にいわゆるto doリストを作るように言われて、優先

順位を決めながら取り組んできたっていうふうなことを聞いたんですけれど

も、その辺の具体的なタイムマネジメント術で、佐伯の小中学生にアドバイス

があれば具体的にお願いしたいなというふうに思っています。 
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廣津留す

みれ氏 

 
 
 
 

時間の使い方に関してはですね、明日学校に必要なものリストを小学生の時

に書いていたのが始まりで、今でも実際にto doリスト使っているんですけ

ど、それはその日のタスクを書くようにしているんですけど、いつも学生さん

に聞かれた時によく話すこともあるんですが、私の本の副題にも5分の使い方

で世界が変わるとあるんですが、大きな目標があるとしても、例えば、2年後

にハーバード大学に受かるとか、3年後にエベレストに登るとか、どんな目標

でもとにかく細分化して今日何をしなきゃいけないかっていうのをちゃんと洗

い出すことがまず必要だと思うんですね。 

中学校の定期テストも準備カレンダーをもらったら、とにかくそこまでに何

ページやらなきゃいけなくて、何日あるからそれで日数で割って今日やる分は

ここの単元を4ページとかを書くようにはしていました。 

そういうふうに終わっていくことによって意外とハーバード大学に入るって

思ったらありえない目標に思えても、今日やることを分解したら今日は英語の

単語を50個覚えてエッセイをちょっと進めてとかっていうやれる分量になる

ので、それをいかに目に見える形にしてto doリストにするかで結構目標の達

成率が変わると思っていて、どんな目標も絶対無理だよっていうんじゃなく

て、例えば、それが半年後や3ヶ月後までには何をしていたらいいのかを書き

出して、3ヶ月後、1ヶ月後で今週何したらいいかを書いたりすると、10分ぐ

らいあれば今日は何をやったらいいかっていうのが大体出てくるので、10分な

んてインスタグラムで動画見ていたらすぐ経つ時間なので、それを毎朝か夜と

かにつけるようにするだけで、目標の叶え方というか達成率変わると思うので

ぜひ実践してもらえたらなという気持ちはあります。 

小寺委員 今日はとても貴重なお話ありがとうございます。 

私も今の話の流れで、大人が変わるっていうところ、私も三児の母でして子

育てを振り返って、子供の変容とか成長に合わせた教育を1母親として地域の

教育に携わらせていただいています。 

地域としてできること、教室の中でこれから続けていくことと変わっていけ

ること、子供にとっての教育を日々考えるんですけども、これからグローバル

に生きていける子供というとこで、いろいろな話の文脈で共感するところが多

いんですけども、公立の学校での英語教育をこれからどうやっていけるかとい

う、ALTの先生の働き方というところも県や市も変わっていくといいなと。 

仕事を増やす意味ではないんですけど、生徒がそういったネイティブの発音

に触れられるような機会は増えていくといいなと思いました。それと、子ども

が自発的に学校や社会教育施設などの地域のものを使って何かやっていけるよ

うな先行事例とか、もしありましたら教えていただきたいと思いました。 

廣津留す

みれ氏 
 
 

英語を自然に触れられるような機会を作る場っていうことですかね。 

例えば暗唱大会とか私のときもありましたけど、すごくモチベーションにな

ると思うんです。スクリプト見ないで英語でしゃべるとハードル高いと思うん

ですよ。 
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 私がすごくいいなと思うのは、当時、もう今は多分違うと思うんですけど、

何かこう英語を上手く日発言できる人って何かちょっと恥ずかしいからあまり

人前でちゃんとうまくしゃべるのってどうかなとか、そういう抵抗もあったの

が今ではもう全然全くそんなことなくて、特に高校の現場とか、サマーインジ

ャパンで小中高生の英語を見ていると、堂々とした姿っていうのがこの10年

続けてきて変わったなっていうのが感覚としてあります。 

これは例えば大分市で中高生の方と実際にワークショップをやったときも、

始めた頃2013年頃と比べると、大分は土地柄APUの先生がいらっしゃったり

とか、周りに英語をしゃべる方がいらっしゃるので、それに抵抗がなくなって

きているっていうのもあります。 

あと次の世代がどんどんそうやって新しいオープンマインドになっていって

っていうのもあると思うんですけど、まず教室内で先生全員にそのネイティブ

な発音にして欲しいとかっていうのはなかなか難しいと思うんですけど、この

前も教科書選定をしたところ、全部に二次元コードがついていて、ネイティブ

の発音とかビデオとかで出てくるようになっていたりとかっていうのは本当素

晴らしいなと思うんですけど、今二次元コードがすべての教科書についてい

て、書写も持ち方の動画も見られるし、家庭科もりんごの剥き方も見られる

し、全部が情報にアクセスできるようになると、逆にそれを取捨選択するのか

っていうのが学生に判断が任される部分も増えてきていると思います。 

それが例えば、英語などしっかりした発音というのはそこの教室にないから

すごく大事だと思うんですけど、例えばすごく優等生タイプの方だったら、全

部これ二次元コード見て全部教科書も読まなきゃって思ったりすると、もうす

ごい膨大な学習量になってしまうと思うのでそこをちゃんと先生方がリードし

ていただく。 

例えばリンゴの剥き方だったら動画見なくてもそこに先生がいらっしゃるけ

ど、ネイティブの発音がいないとか、そういうところをうまく補強してIT化

というか、教材を使ってデジタル教科書とかを使ってやれるようになったら、

その教材の中に先生方が選んだ例えば私がよく大学で使うのは、例えばテーラ

ースイフトとかみんな知っているような歌手がニューヨーク大学でスピーチを

している動画とかもあるんですけど、そういうのを見ると彼女の自分の苦悩と

かいかにそれを乗り越えたかとかのストーリーがあるので、英語の教材と思っ

て勉強するというよりも自然に入ってくるとか。 

あと先ほども新聞の欄に載っていたよってお話をされていたと思うんですけ

ど、そういうのを例えば授業に組み込んで、今ガザでこういう問題が起きてい

ますっていうのを英語で学ぶとか英語を学ぶというよりも、英語というツール

があればこれだけ広い世界のことを知れるんだよっていう、ツールという認識

をもっと持ってもらえるようなきっかけを授業の中で教材として与えられたり

すると、勉強する気になるというか人間は勉強しろというとしたくなくなるも

のなので、そういうふうに今実際にリアルタイムで起きている記事とかを出す
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と、実際にこれってあの時世界に役に立つんだなという実感も思えて、もっと

英語に興味が持てるんではないかなというのは常々思っております 

宗岡教育

長 
 
 
 

昨日のコンサートはありがとうございました。 

映像でも紹介ありましたけど、食堂の風景だとか寮決めだとか、ハリー・ポ

ッターを見ていると実際こうなのかというのがびっくりして、だからああいう

小説が出てきたんだというのもわかった気がしたんですけど、日本人の奥底に

ある考え方とか文化とかを考えたときに、個人攻撃、意見を言うと個人攻撃に

なってしまいます。 

そうじゃなくて、建設的な発言、建設的批判っていうのが大事なんだよと

か、遠慮せずに本音で語るというところが今後大事になっていくんですけど、

私たちが育った時には、あまり余計な事は言うなという文化の中で育ってきて

て、それがもう当然通用しないっていうことはわかるんですけど、それで育っ

てきた先生方が文部科学省の方でもアクティブラーニングの授業を目指しなさ

いということで最近やっていますが、どうしてもそういう日本人的な考え方か

ら教師も抜けきれない。 

今の子供たちに外国のそういう考え方とかにたくさん触れて、考え方を変え

ていくことを経験させる必要があるなというふうに思っているんで、先ほど小

寺委員からALTの話が出て、ALT自体が外国で子供の時からどういう学習環境

で育ってきて、どういう考え方を外国の人は持っているんだよというようなこ

とを、子供たちにALTは英語の授業の補助に入るんじゃなくて、何かそういう

語りかけを子供たちにできないかな、そういう触れ合いができないかなとか、

遠隔授業で外国の人と触れ合って交流ができないかっていうような、そういっ

たところも目指しながら、全員の子供が留学できるわけじゃないし、全員の子

供が外国人と触れ合えるわけじゃないので、そこも目指しながらやっていきた

いなと思います。 

廣津留さんが外国に行った時に、そういう多様な考え方とか外国人の方の物

の考え方とかに触れたときに、日本ではこういうところを変えていけばもっと

子供たちが早くから外国の文化に触れられたのにという、そういうところのお

考えを紹介していただきたいと思います。 

廣津留す

みれ氏 
 
 
 
 
 
 
 
 

ALTの話はその通りです。英語の成績が良くなるだけでは全く何も変わらな

いので、コンセプトのところからどういう考え方で英語を使うのかとか、英語

を話す言語で結構話し方とかコンセプトも変わりますので、考え方とかをシェ

アしてもらうっていうのはすごくいい方法なんじゃないかなと思います。 

日本人の考え方的に言われた通りにこうやりなさいと言われたら、あまり余

計なこは言えないというのもその通りだと思うし、それが特に悪いことってい

うわけじゃなくて、それはもう独自のカルチャーなので、それを根底から覆し

ましょうっていうのは無理な話で、逆に言うと、こうしましょうって言ったら

日本人は大体やるじゃないですか、先ほどの例えば、この意見交換をオープン

した時に、市長や皆さんに意見を言っていただいてっていうふうにオープンに
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していただいたように、日本全体は確かにそうだけど、例えばこの今の空間で

すと、皆さんもともと発言されていると思うんですけれども、意見交換をしま

しょうと言えば、この空間だけでもオープンに意見交換できる環境ができてい

ますよね。 

それを例えば教室に持って行きたいし、その教室でもし先生が苦手なのだっ

たら、例えばその学校の校長先生が全体の会議があった時に全員が意見を出せ

る場を学校で作ることによって、先生方もこういう場でもちゃんと意見を言っ

ていいんだなっていうことを理解したりとか、思った事をそのまま言っていい

んだっていう実感する機会をいろいろな場で小規模で行うことができたらいい

んじゃないかなと思います。 

そういう環境にいることが普通だと思うようになれば、生徒にもそういう環

境を作ってあげることができると思いますし、その場をファシリテートする人

が重要になっていると思うので、そこをファシリテートする人がこれが絶対だ

っていう人だったら、なかなか新しい意見出てこなくなってしまうので、それ

を小さい単位で変えていくことができたら先生方も会議の時に重鎮の先生だけ

じゃなくて、若い人の意見はどうですかと振るとかいうことはおそらくどの現

場でもできると思うので、そういうふうにして教育を変えるっていうと大変な

ことのようですけども、会議から変えていくとかっていうふうにしたら、だん

だんと空気が徐々に変わっていくのではないかなと思います。 

植田総合

政策部長 
昨日のコンサートに続きまして、今日の講演ありがとうございます。 

グローバルな人材を育成して世界に羽ばたいてもらうっていうのは非常にう

れしいことで喜ばしいことなんですけれども、一方で、1度旅立ってしまった

ら、なかなか遠い存在になってしまうのかなっていうのが現実かなと少し感じ

ております。 

佐伯市も人口減少で少子高齢化というような状況ですので、できたら将来的

に地元に帰ってきて見つけたものを提供していただきたいなというのが思いで

ございます。そこで廣津留さんのように地元に帰ってこられるきっかけや、何

か思いがございましたら是非お聞かせください。 

廣津留す

みれ氏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私は大分市の教育委員のお話をいただいたのが、大体2年前くらい前なんで

すけれども、もともと大学1年生が終わった夏休みから、サマーキャンプを始

めたこともあって、毎年夏休みと冬休みは必ず大分に帰ってきていて、毎年サ

マーキャンプを通じて、今は大分市と国東市でワークショップや2週間のセミ

ナーをやってっていうのがいつものスタイルです。 

そうしていると、自分があまり情報がない段階でアメリカに行ったときに、

もっとこうだったらよかったなっていう課題がどんどん出てきて、もっとこう

いう機会を与えたものがあったらいいなっていうのはどんどん思いついてくる

ので、もちろん外にずっといるのもいいんですけれども、こうやってそれを実

際に還元するっていうのはちょっとおこがましい言い方ですけど、何か自分に

できること、今日本当にできることを考えたときに、日本にせっかくいるので
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あれば大分で何かしたいなっていう思いがあったのも一つです。 

ふるさとがあって本当によかったなと思うのは、昨日のようなコンサートの

時に本当に実感するんですけれども、周りでも音楽家をやっていて東京出身の

人は東京がふるさとなので、なかなかそのふるさとに帰って演奏するとかって

あまりなくて、私は大分に帰って昨日のようなコンサートをすると、お客さん

の中でも知っている顔があったりとか、サイン会に行くとみんな大分弁でしゃ

べっていて、すごく落ち着いたりだとかっていうことがあります。 

帰ってき来る場所があることって特に海外に行くと、皆さんアイデンティテ

ィがバラバラな人達がすごく多くて、私は18年間大分で過ごしたので、大分

に帰りたいなっていう気持ちがあるんですけど、大分での経験というか、友達

とかもすごく仲良くやっていましたし、そのときの経験がすごく良い環境だっ

たので戻ってきたいなと思います。 

大学の友達とか見ていても、例えば、お母さんとお父さんの国が違っておば

あちゃんとか言葉が通じないという話を聞いていると、私はお母さんも、おば

あちゃんも、おじいちゃんも日本人なんて思うんですけど、自分の場合は高校

まで大分にいたことによって、大分県人であるというアイデンティティがしっ

かりしていたこともあって、何か戻ってきたいなという魅力になったので、海

外に出る前にどのような経験をしていたかっていうのと、帰ってきたときにそ

れを海外の機会よりもよい受け皿があるかどうかっていうところも大事だと思

います。 

内閣の教育未来創造会議の会議をやっていた時に、議題は留学生をいかにた

くさん出すかっていうことと、いかに外からの人材を受け入れるかっていう話

をかなり議論したんですけれども、国内にいる留学生に話を聞くと、日本型の

まだジョブ型になりきれていない会社にいてもあまり成長を感じないとか、日

本で会社に勤めても長期的に会社にいるっていう機会があまりないっていう話

はすごくあって、海外の会社と比べた時に本当に日本に帰ってこの待遇や労働

時間とすべてひっくるめた時に、これがいいのかって比べると思うんですよ。 

そこで佐伯に帰るのなら佐伯の良さはどこなのかとか比べた時に、ここが良

いから佐伯に帰ってきたいっていう理由になるような受け皿を整備する。地域

ごとに良さをしっかり作っておくことかなと個人的に思いますけど、難しい課

題だと思います。 

藤崎委員 未来が開けるような、可能性が広がるような講演をしていただいてありがと

うございました。 

今日は先生方もたくさんいらっしゃっていると思いますので、次代を担うグ

ローバル人材の育成って、よくどこでも論じられるテーマだと思うんですが、

そのときに、例えば、廣津留さんのようにハーバード大学を卒業されて世界中

のリーダーの人たちとお友達になりながら起業したり、演奏家としてもトップ

な人たちを少しでも1人でもですね、佐伯からでもいいんだけれども、日本か

ら輩出できるような教育をするのかということが一つあると思うんですけれど
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も、ハーバードに入れなかった人、例えば40人いたら1人行ったとして、39

人をどういうふうにグローバルな人材にしていくのかっていうことも現場の先

生方には求められるのかなと思いまして、私も大学の教員を長くしていました

ので、本当に難しいと思うんですね。 

どの辺に焦点を絞って、このテーマについて論じるかってことで大分話が違

ってくるのかなあと思いながらお聞きしていました。その辺についてどういう

ことをイメージしながらお話になられたか教えていただけたらと思います。 

廣津留す

みれ氏 
 
 

グローバルっていう言葉がすごく曖昧で広すぎるってお話をしたのはまさに

その通りで、内閣の会議でもグローバル人材の育成っていう言葉が余りにもそ

の中に出てき過ぎて、現場の皆さんにグローバルっていう言葉はあまり使わな

いようにという話をしたんですけれども、逆にもっと具体的な言葉でグローバ

ル表現しないと皆さんどこを目指していいかわからないっていうところがあっ

て。 

そういう思いでお伝えしたんですけれども、グローバル人材のイメージっ

て、どうしてもいろんな世界いろんな国にスーツケース持って行きますってい

うイメージを持たれた人も多いと思うんですけれども、私の場合だと、たまた

まその学校が海外だったからいろいろな友達ができたっていう話があったんで

すけれども、私の大学の生徒でもポケモンのチャンピオンシップで世界大会に

行って、そこでアメリカにわざわざ渡って、優勝できなかったけど8位でした

っていう学生さんがいたりするんですけど、もうそれって私にとってはグロー

バル人材ですし、それは特に国内でだけでとどめていなくて世界でかなうよう

な力を自分の中に付ける。 

自分の得意分野をここが自分の強みだなというのを世界のレベルを視野に入

れながら自分の中で育てられるとか、それが世界の基準で比べ自分を腕試しが

できるような人がもっと出てきて欲しいなって思っています。 

サマーインジャパンのセミナーをやっている時も、英語をツールとして使う

ことができる学生は増えたので、ここらからのステップっていうのは、ハーバ

ード生から例えば、いろんな国でこういうプロジェクトをやっていますってい

うのを聞いたときに、もしかしたら自分も例えば気候変動をこれからそのアク

ション起こしていくにあたって、もしかしたら自分にはこういうことならでき

るかもしれないとか、今世界ではこういうことがまだされていないから、自分

でもこういう企業であったり自分で団体を作るであったりができるかもしれな

いっていうのを、時事問題とかをちゃんと考えながら、自分の中で見つけられ

るような人がもっと出て欲しいなっていう思いが一番私の中では強いです。 

山口委員 教育にかかる費用の話なんですけど、日本のGDPに関わる教育費は先進国で

は最低と言われていますよね。 

財政が硬直化して社会保障費にどんどん回してしているので、教育費を上げ

ていくのは非常に社会風潮で厳しいかと思うんです。 

ハーバード大学は非常に寄附金が多く、アメリカという国は小さな行政を目
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指しているので、おそらく日本の大学に出している国費の割合も非常に低いと

思うんですよね。 

今、日本の大学もいわゆる稼ぐ大学を目指していますよね。稼いでいけば教

育のシステムもいろんな形で広げられていけるという、アメリカは寄附金だと

か様々な稼ぐ大学っていう形のシステムが確立されていると思うんですよね。 

わかる範囲でどういうふうな形で、アメリカはそういった予算とかそういっ

た歳入の捻出をされているのかなっていう部分を教えてください。 

廣津留す

みれ氏 
 
 
 

細かいことは私からはお話できないんですけれども、ハーバードの場合はな

ぜ寄付金が本当に多いかというは、卒業生のコミュニティが一番大きくて、私

も卒業した次の日に寄付してくださいっていうメールが来たんですけれども、

私が卒業するまでにもらった奨学金を考えるとものすごい額をもらっていて、

というのはまず、授業料も年間いくらと決まっているんですけど、大体親の年

収の何％でいいですよっていうのが決まっているので、膨大なお金を払うこと

はまずないですし、満額払うのは代々ハーバードに行っていますとか、裕福な

家庭の方なので、そうでない限りは奨学金でその人の家庭の事情に合わせて奨

学金が出るようになっています。 

例えば私が夏休みにサマーインジャパンがあるのでハーバードから大分まで

帰りますって言ったら、その航空券も大学が補助金で出してくれるんですよ。

アメリカの大学に入学したから学費高かったでしょって言われるんですけど、

多分日本の私立大学に入ってマンション借りてとか考えると、どちらかという

とハーバードの方が安く済んだんじゃないかなと思っているんですね。 

そういう経験を在学中にしているので4年間相当お世話になったなっていう

気持ちがあるので、卒業生のコミュニティの中で、これは何かの形で返さない

っていうのがすごく根付いています。 

寄付もすごく上手にできていて、一番の寄付先は学生に直接行く奨学金なん

ですね。 

寄付者と会う夕食会があるんですけど、卒業生の方に直接お礼を言って、今

こういう活動しているんですとか話をする機会もありますし、みんなでお礼の

手紙を書く会もあったり、エンドユーザーの顔が見えている寄付のシステムが

確立しているので、確かにこれだったら私も何十年後かに稼いだら寄付して次

の世代に貢献したいって思うんですね。 

自分がどれくらいお世話になったかというのと、学校側も卒業生の気持ちに

なって、これがどういう人がどういう活動をするのに役に立っているのかとい

うのが見えたらいいなっていうのはかなり考えられていると思うので、そのシ

ステム作りが上手だなというのはありますね。あとはこの寄付金の運用をやっ

ていたりしますけども、それは上手く行ったり行かなかったりだと思うので、

それは学校次第かなと思います。 

市長 総合教育の会議で廣津留さんという、音楽という感性の能力と同時に、努力

されて獲得された大脳の部分と感性の部分のバランスのいい本当にそういう素
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晴らしい講師をお招きして、様々な質問或いはまたご意見も頂戴した。 

本当の意味でのグローバル人材の育成というのは非常に難しい。とはいえ、

生きる力生きる手段だけじゃなくて、本質的に人間が質の向上を図っていくと

いう人間本来の向上心というか、未来志向の歩みを教育の中でもやっていかな

いと、ただ大学に入るとか職業につくとか、そういう建前の世界のもので評価

するものではなく、人間の深みとか歴史を感じる或いはまた文化を感じる、品

格のある人をどうやって作っていくかということが、我々の目指すグローバル

人材の育成じゃないかというふうに感じている。 

そういう意味で子供たちに対して、GIGAスクールというコンピューター教育

を始めたが、本質的にはシステム教育というか、プログラミングでソフトがで

きるとどうしてこういう世界なのかという疑問を開ける、発言できる、そうい

う子供を作っていくということが、これから大きな課題であるというふうに考

えている。 

今日こういった会議を通して、色々な世界の話を聞かせていただく機会を設

けてくれたことに心から感謝申し上げたい。廣津留さんのこれからご活躍を祈

念して締めの言葉とします。今日はどうもありがとうございました。 

 

15時 50分終了 

 


